
　　※　生徒・保護者ともＩ組はそれぞれの学年に含まれています。

質問番号 1 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない 回答数

１年生徒 33% 53% 5% 1% 8% 175

２年生徒 13% 67% 8% 0% 11% 207

３年生徒 39% 55% 3% 0% 4% 192

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 35% 58% 0% 0% 6% 31

２年保護者 29% 63% 3% 0% 5% 38

３年保護者 37% 53% 2% 0% 8% 51

教員 38% 63% 0% 0% 0% 16

※全項目共通

質問番号 2 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 47% 40% 9% 2% 3%

２年生徒 27% 55% 11% 2% 4%

３年生徒 57% 39% 3% 1% 1%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 45% 52% 0% 0% 3%

２年保護者 34% 63% 3% 0% 0%

３年保護者 41% 57% 0% 0% 2%

教員 38% 56% 6% 0% 0%

質問番号 3 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 30% 57% 7% 0% 6%

２年生徒 14% 63% 13% 1% 7%

３年生徒 43% 48% 6% 0% 2%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 23% 61% 3% 0% 13%

２年保護者 21% 58% 3% 0% 18%

３年保護者 27% 65% 0% 0% 8%

教員 25% 69% 0% 0% 6%

本校は、人権尊重の精神を培いながら、国際的な視野をもち社会の変化に主体的に対応することのできる資質を養い、生涯を通して学び続けることのできる心身ともに健全で人間性豊かな生徒の育成を目指

しています。これらのことを踏またうえで、「明るく、健康な生徒」「正しい判断力をもち、主体的に学び行動する生徒」「豊かな情操をもち、品位のある生徒」の育成を目指すという目標のもと、教育活

動を実践しています。今年度は特に「主体的」ということを大切にし、例えば、生徒会活動や行事の企画運営、校則の改善に取り組みました。今後も生徒主体を大切にしていきます。

コロナウイルス感染症対策により、教育活動において様々な制限がなされていたが、体育祭や合唱コンクール、校外学習や部活動など、できる範囲で実施できました。しかし、人的交流を伴う活動について

はまだまだ不十分であるため、直接交流だけでなくＩＣＴ機器の活用などコロナの影響により発見できた手法なども使いながら取り組んでいきます。また、生徒が自らの目標や課題を意識し取り組むことが

できるように、より工夫した教育活動を実践していきます。

新学習指導要領では、「主体的・対話的で、深い学び」が求められています。また、生徒に身に付けさせたい力として「思考力」「判断力」「表現力」もクローズアップされています。このことから、授業

形態もペアワークやグループワークの場面が増え、取り組む課題も思考方法を問う問題やプレゼンテーション作成などが増えてきました。また、本校で大切にしている「道徳」においては、課題について自

分の考えや意見を相手に分かりやすく伝えると同時に、相手や他の意見を参考に多様な見方や考え方に触れる機会を大切にしています。

1　石神井中学校の教育は教育目標に沿っている。

2　石神井中学校は楽しく、充実した生活ができる場である。

令和4年度　学校評価アンケート集計結果より

　令和4年度学校評価アンケートの集計結果をお知らせいたします。同一のアンケート項目に対して、生徒（学年別）、保護者（学年別）、教員ごとに集計を行い

比較できるようになっています。また、アンケート項目ごとに考察及び学校が大切にしていることなどをコメントしました。

3　石神井中学校は生徒が互いの気持ちを考えたり伝えたりできるように促している。



質問番号 4 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 38% 54% 5% 0% 2%

２年生徒 22% 60% 8% 2% 7%

３年生徒 57% 36% 3% 0% 3%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 42% 55% 3% 0% 0%

２年保護者 39% 58% 0% 0% 3%

３年保護者 67% 31% 2% 0% 0%

教員 44% 56% 0% 0% 0%

質問番号 5 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 34% 54% 7% 1% 3%

２年生徒 17% 62% 15% 2% 3%

３年生徒 42% 54% 3% 0% 1%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 23% 45% 6% 0% 26%

２年保護者 16% 53% 3% 3% 26%

３年保護者 20% 67% 2% 0% 12%

教員 25% 75% 0% 0% 0%

質問番号 6 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 38% 51% 5% 1% 3%

２年生徒 19% 69% 6% 1% 5%

３年生徒 45% 49% 2% 0% 3%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 23% 61% 3% 0% 13%

２年保護者 18% 68% 0% 0% 13%

３年保護者 24% 65% 4% 0% 8%

教員 13% 81% 6% 0% 0%

質問番号 7 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 35% 54% 5% 0% 5%

２年生徒 26% 61% 8% 1% 2%

３年生徒 46% 48% 3% 0% 3%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 48% 48% 0% 0% 3%

２年保護者 24% 55% 3% 0% 18%

３年保護者 25% 61% 4% 0% 10%

教員 25% 75% 0% 0% 0%

本校では、学校だより、学年便り、学級だより等を中心に、保健だより、給食だより、デモクラティア（生徒会だより）など、学校の取組や生徒の活動の様子を発信しています。また、学校ホームページで

は、基本的に毎日の記事を更新や行事等では特集ページの作成など、学校生活の様子を配信しています。できるだけ多くを情報発信することにより生徒の活躍の様子をご理解いただければと思います。来年

度も個人情報には十分に留意をしながら、この取組を継続・発展させ、生徒・保護者の満足が高まるよう取り組んでいきます。

分かりやすい授業を実践していくために、授業や定期考査の様子から授業改善プログラムを作成するなど授業改善に取り組んでいます。しかし、生徒の「あまりそう思わない」保護者の「改善を要する」と

の評価から取り組みが十分でないことを意識し、今後も継続して授業改善に取り組んでいきます。お忙しい中、学校公開等にお越しいただいた皆様には、学校公開時のアンケートなどから概ね良い評価をい

ただいていると判断しています。今後も主体的に継続して学び続ける態度を大切にして教育活動を進めてまいります。

学校全体としては、全国学力・学習状況調査などの結果から、全国の平均や東京都の平均を上回る結果が得られています。それぞれの生徒が設定している目標をクリアできるように指導を継続することで、

満足度をもさらに向上させてまいります。今後も、生徒に身に付けてもらいたい基礎的・基本的な知識や技能について、その獲得に向け目標を明確にすること、見通し通しをもつことを大切にしていきま

す。また、身に付けた学力を活用して、深化・発展させた課題にも対応できる力の育成を図っていきます。

学習の進め方として、まずは基礎的・基本的な知識や技能を身に付けること、次に身に付けたことを最大限に活用して「思考力・判断力・表現力」を高めること、そして、その取り組みは主体的であるこ

と、試行錯誤しながらも継続して行うことが求められています。「設問３」での分析でも触れましたが、「主体的・対話的で、深い学び」の実現のため、考える機会（思考する機会）を大切にしていきま

す。また、その中で論理的な思考など人に分かりやすく伝えることなども学んでまいります。

7　石神井中学校は考える力（思考力など）がつけられるような指導をしている。（話し合い活動、レポート課題など）

5　石神井中学校はわかりやすい授業をしている。（ICTの活用、動画資料の活用など）

6　石神井中学校は基礎的・基本的な学力がつけられるような指導をしている。（質問教室、補習授業など）

4　石神井中学校は教育活動の内容や生徒の様子を、「たより」などで保護者に伝えている。



質問番号 8 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 32% 55% 10% 0% 2%

２年生徒 20% 63% 11% 2% 4%

３年生徒 45% 47% 5% 0% 2%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 48% 48% 0% 0% 3%

２年保護者 42% 53% 0% 0% 5%

３年保護者 49% 41% 4% 0% 6%

教員 25% 75% 0% 0% 0%

質問番号 9 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 57% 34% 6% 1% 2%

２年生徒 54% 39% 4% 0% 2%

３年生徒 68% 29% 2% 1% 1%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 55% 35% 3% 0% 6%

２年保護者 53% 42% 5% 0% 0%

３年保護者 59% 35% 0% 2% 4%

教員 25% 75% 0% 0% 0%

質問番号 10 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 26% 46% 10% 4% 13%

２年生徒 13% 58% 14% 2% 12%

３年生徒 38% 49% 5% 0% 7%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 29% 45% 0% 0% 26%

２年保護者 21% 45% 0% 0% 34%

３年保護者 22% 63% 2% 0% 14%

教員 38% 63% 0% 0% 0%

質問番号 11 番

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年生徒 27% 49% 9% 1% 13%

２年生徒 18% 55% 7% 1% 17%

３年生徒 40% 46% 3% 1% 10%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 26% 35% 3% 0% 35%

２年保護者 21% 47% 0% 0% 32%

３年保護者 20% 59% 0% 0% 22%

教員 31% 69% 0% 0% 0%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

集団生活においてルールやマナーを身に付けることは、自分も含め仲間の安全・安心につながります。今年度は校則見直しのため、生徒会本部・学級代表委員・生活委員にも参加してもらい1項目ずつ検討

をすすめました。この結果は次年度に反映されます。今後も、校則だけに限らず「石神井中学校の生活を充実させるために」という視点で、必要なことについては、継続して議論を続けていきましょう。こ

のような様子は学校だよりやデモクラティア（生徒会だより）でお知らせします。

それぞれの生徒が、学習状況や学校生活などで何らかの課題を感じていると思います。その解決や困り感を少しでも少なくするための方法として、ぜひ学校も活用してください。教員をはじめ心理の専門家

であるスクールカウンセラーや心のふれあい相談員も勤務しており、職員室を通さず相談室へ直通の電話（080－7797-8971）もあります。

10　石神井中学校は生徒が困ったときに親身になって相談に応じている。

本校の「あいさつ」は、他に誇ることのできる本校の良さであると考えています。代々の生徒会が「あいさつ」は、コミュニケーションの第一歩であり、良好な人間関係を築くために欠かせないものという

認識をもち、引き継いできている取り組みであり伝統です。今後も、生徒一人一人が挨拶の意味を理解し、主体的に実践していけるように取り組んでまいります。

8　石神井中学校は生徒が集団生活のルールを守り、規範意識をもてるように指導している。

9　石神井中学校は挨拶を大切にし、互いに挨拶することを奨励している。

学校での生徒の様子については、目に付いたことだけでなく保護者の皆様と共有したいと考えております。特に、生徒に個人的に話をしたことなどは、必ず保護者連絡を心掛けています。連絡の目的は、情

報を共有することで、保護者の皆様と学校が協働して生徒の成長に関わっていくためです。今後も保護者の皆様との連携を強固にし、学校からの連絡だけでなく、保護者の皆様からも学校に連絡・相談をし

やすい学校とできるようにしてまいります。

11　石神井中学校は生徒の問題のある行動に対して、適切な指導、家庭連絡をしている。



質問番号 12 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 39% 47% 7% 2% 4%

２年生徒 26% 55% 14% 2% 3%

３年生徒 47% 45% 5% 0% 3%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 32% 65% 0% 0% 3%

２年保護者 24% 66% 0% 0% 11%

３年保護者 24% 63% 0% 0% 14%

教員 44% 44% 13% 0% 0%

質問番号 13 番

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年生徒 31% 55% 10% 1% 2%

２年生徒 20% 60% 13% 2% 5%

３年生徒 45% 46% 3% 0% 5%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 39% 52% 0% 0% 10%

２年保護者 24% 58% 5% 0% 13%

３年保護者 37% 55% 0% 0% 8%

教員 31% 56% 6% 0% 6%

質問番号 14 番

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年生徒 46% 43% 6% 1% 3%

２年生徒 29% 56% 8% 2% 3%

３年生徒 65% 31% 2% 0% 1%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 42% 58% 0% 0% 0%

２年保護者 29% 68% 3% 0% 0%

３年保護者 63% 37% 0% 0% 0%

教員 63% 38% 0% 0% 0%

質問番号 15 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 33% 52% 11% 1% 3%

２年生徒 24% 56% 14% 4% 3%

３年生徒 42% 46% 10% 1% 2%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 35% 58% 6% 0% 0%

２年保護者 32% 63% 0% 0% 5%

３年保護者 45% 53% 0% 0% 2%

教員 31% 63% 6% 0% 0%

15　石神井中学校は校舎・校内・教室の環境美化に努めている。

14　石神井中学校は生徒が学校行事を通して、充実感や達成感を感じられるようにしている。

本校の校舎は練馬区の施策で長寿命化の対象となっており、そのための改修計画について区教育委員会と連携し、今年度末までに図書室・マイステップアップルーム移転のための工事、令和5年度夏休みに

は体育館へのエアコン設置工事、校舎西側トイレ改修のための設計、Ｉ組棟教室改修のための設計が予定されています。そして、令和6年度にはその設計に基づいて工事が実施される予定です。このような

大きな改修工事の他にも、今年度実施した校庭側溝のふたの変更など、校舎内外の整備を計画的に進めています。

生徒指導において「主体性」を大切にしています。学校生活での様々な機会に生徒には積極的に挑戦し、その体験や結果を次に生かしてほしいと思っています。教員は生徒が積み上がる経験から自己肯定感

を高めていけるように、適切な評価や声掛けを意識しています。改善が必要な場合にも、その理由や行動・言動に対する考え方、その選択方法で得られた結果について、丁寧に見直すことが必要だと考えて

います。

「心」の健康では、コロナ禍において人との関わり方・関わる機会が制限されたこともあり、本来、集団生活での経験を重ねることで人間関係や自分の役割を果たすなどを経験し学ぶ経験が少なく、悩んで

しまったり、休みがちになってしまったりするケースが見られるようになってきました。このため、道徳授業や行事への取組、委員会活動・班活動などを計画的に行ってきました。「体」の健康では、保健

体育の授業や生徒会によるクラス遊びなど体を動かすことを推奨する取組を実施しました。

学校行事（体育祭・合唱コンクール・校外学習・宿泊行事など）は、その時だけの特別なものではなく、行事の準備から実施そして振り返りの過程で学んだことは、普段の学校生活にも通じる要素がたくさ

んあります。そのため、行事での充実感・達成感を大切にしています。また本校では、特に行事への取組において「主体性」「主体的な取組」を大事にするとともに、後輩が先輩の姿から学ぶ機会を重要視

しています。

13　石神井中学校は生徒が心身の健康を保てるように支援している。

12　石神井中学校は生徒の良いところは認め、いけないところは注意している。



質問番号 16 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 49% 36% 5% 1% 9%

２年生徒 32% 43% 14% 2% 8%

３年生徒 53% 34% 2% 0% 8%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 42% 42% 10% 0% 6%

２年保護者 34% 58% 0% 3% 5%

３年保護者 43% 45% 0% 2% 10%

教員 38% 63% 0% 0% 0%

質問番号 17 番

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない よく分からない

１年生徒 43% 44% 6% 1% 5%

２年生徒 27% 52% 12% 1% 7%

３年生徒 57% 37% 1% 0% 4%

よく出来ている 概ねよく出来ている 改善を要する 直ちに改善を要する よく分からない

１年保護者 35% 55% 3% 0% 6%

２年保護者 42% 58% 0% 0% 0%

３年保護者 51% 45% 0% 0% 4%

教員 31% 69% 0% 0% 0%

ご意見としていただいた事柄について

　○　校則改善に向けて

練馬区教育委員会の方針や生徒指導提要の改訂に伴い、本校でも校則の改善に以下の手順で取り組んでいます。

①　生徒検討委員会（生徒会本部・学級代表委員・生活委員）により、校則の各項目についての検討

②　生徒から出た意見について、教員の生活指導部・職員会議で検討

③　学校として検討した内容を、生徒検討委員会に提案

④　生徒検討委員会に提案した内容をＰＴＡ実行委員会に提案

⑤　生徒検討委員会・ＰＴＡ実行委員会で承認された内容を実施、引き続き検討となった内容は次年度生徒検討委員会で継続検討

　○　学校からの情報発信（タブレットパソコンの活用・学校連絡メール・学校ホームページ）について

　○　日々の教科書等学習教材の扱いについて

　○　標準服衣替えや暑さ・寒さ対策について

　○　再登校について

タブレットパソコンで利用しているソフトに「グーグルクラスルーム」があります。このクラスルームは、学級で使うもの教科で使うものがあります。

提出物の連絡は学級活動で使うクラスルームにできるだけ掲載していきます。また、授業の進度に関しましても、できる限り教科のクラスルームで記録

していきますので、保護者の皆様にもご確認いただければと思います。

令和４年度学校連絡メールには、1年生１９３名（在籍１８９名）、２年生２５４名（在籍２１２名）、３年生２７１名（在籍２０８名）、Ｉ組５９名

（在籍４５名）の方に登録いただています。１家庭で複数の登録もありますで、家庭数では約９５％となっています。学校では、メールによる情報発信

がとても有効であると評価しています。登録率１００％にご協力をお願いいたします。

学校ホームページには、今後も学校での出来事や生徒の頑張っている姿を、個人情報に配慮しながら発信してまいります。

生徒がとても重いカバンを背負って登下校している状況改善のために、教室のロッカーや自席の机など活用し、荷物を安心して置いておけるように取組

を進めております。授業道具では、タブレットパソコン・ジャージ・体育着・水着・柔道着を除いたものは、学校に置いておくことができます。授業時

間割や自宅での学習予定により、家に持ち帰るもの・学校に置いておくものを判断してください。

また、持ち物には必ず記名もしくは自分のものだとわかるような印を付けてください。

上記の校則の改善に向けての検討項目に、服装についても入っています。4月には「学校生活のきまり」として皆さんにお知らせする予定です。また、

今後も石中の改善のために検討すべき事柄については、生徒・保護者・学校で検討する機会をもち、進めてまいります。

16　石神井中学校は生徒が部活動を通して、充実感や達成感を感じられるようにしている。

17　私は、石神井中学校へ通えて良かったと感じている。

中学校生活を充実させる要素として、部活動の存在は大きなものであると認識しています。そして、生徒が部活動に期待する内容も様々あるため、部活動内での話し合いや各部の部長で組織している部長会

での情報交換が大切になってきます。本校では教員の働き方改革も同時に進めながら現在の部活動数を維持し、生徒の活動の場の確保に努めていきたいと考えています。

令和４年度途中から、再登校するには通学距離が長いため、時間的に無理があったり安全上の課題があったりする場合には、再登校に指定されている時

間を図書室で過ごすことができるようしました。この利用にあたっては申請が必要です。令和５年度には改めてお知らせします。

本校は毎年、学区外からの通学希望者決定は抽選で行うなど、地域から大きな期待を寄せていただいております。この期待に応えるために、石神井中学校で3年間生活することで身に付けてほしい力を明確

にし、その力の獲得に至る基本的なプロセス、生徒の実態に合わせ柔軟に対応する組織の力を向上させてまいります。そして、誰一人取り残さない教育の実現のため「チーム石神井」として取り組んで参り

ます。


